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　生物多様性は私たちの暮らしを支える基盤であり、
その保全や多様性の増進は、国際的にも喫緊の課題と
なっております。世界的視点でも日本列島は最も重要
な地域の一つで、生物多様性の「世界的ホットスポッ
ト」とされます。なかでも信州は、高山帯・亜高山帯
といった山岳、里地・里山、草原、河川や湖沼などの
多様な自然環境を有し、国内外に類のない生態系の豊
かさを誇る地域です。しかしその豊かさは、人間活動
や関連する気候変動の影響で確実に変化しています。
　また、気候変動の影響が真っ先に出るのは「山岳」
とも言われており、日本を代表する山岳県として、長
野県は日本全体そして世界のためにも、生物多様性の
保全に率先して取り組むべき重要な地域です。生態系
の変化を正確に把握し、地域の生物多様性の衰退を食
い止めるだけでなく、回復軌道へと転換すること、す
なわち「ネイチャーポジティブ」へと導くことが、昨
年末に開設された長野県生物多様性センターの責務で
あると考えております。

　生物多様性に関わる様々な課題は行政だけで解決で
きるものではなく、多様なステークホルダーの皆様と
の協働は不可欠です。当センターは地域の取り組みを
後押しし、県民や事業者の皆様のハブとして多様な関
係主体を繋ぎ、科学的知見を現場に届けて対話を重ね
ながら、皆様が主体的に参加できる環境づくりを進め
て参ります。地域と行政、企業、学校、大学や研究機
関、博物館や図書館等との連携を深めながら、生物多
様性の増進を実現するための拠点として、「協働の輪」
を拡げてゆけたらと思います。
　古くから生物多様性の重要性を深く認識し、その恵
み（生態系サービス）を上手に利活用してきた伝統に
学び、活かし、継承しながら、「ネイチャーポジティ
ブ」に向けた信州の新たな取り組みが、国内外のモデ
ルケースとなるよう努めて参りたいと思います。

文・写真　東城 幸治 とうじょう こうじ
　長野県生物多様性センター長
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